
安平町立早来学園
教員数：34名 全校児童生徒数：311名 実施学年：全学年

■ 取組の方法

■ 児童の変容

学習習慣定着モデル

・学習教材に付属しているデジタル教材を、各学年、各教科等の実情

に応じて、朝活動や授業の導入、授業の振り返り時等に活用し、補

充・発展的な内容を充実した。

・各教科等において、まとめ資料やプレゼンテーション資料、ホワイ

トボ ードとして「Canva」を活用し、児童生徒同士の学習内容の共

有や対話的な学習を推進した。

・授業の導入で教育用ゲームアプリ「Kahoot!」を活用し、学習意欲

の向上を図った。

・不登校児童生徒に対する学びの保障や、各教科等における振り返り

の充実に向け、AIドリル（ミライシード）を試験的・部分的に導入

した。

・授業での端末活用を、家庭での自主的な学習につなげ、学習習慣の定着を図った。

デ バ イ ス ：iPad
Ｏ Ｓ ：iPadOS
学習ｅポータル：まなびポケット
ア プ リ ：ﾐﾗｲｼｰﾄﾞ、Canva、Kahoot!

【「Canva」を活用してプレゼンテーションを行っている様子】

初等部（第１学年～第４学年）では、授業でのICT活用を

推進するとともに、AIドリルを活用した個別学習の充実を

図ったことにより、「学校の授業は、学校施設の特色である

ICT環境を生かした分かりやすい学習ですか」という質問に

対し、「そう思う」と回答した児童の割合が前年度の12月

から10％増加した。また、ICT端末を活用した学習を充実さ

せたことにより、学習意欲が向上するとともに、学習方法の

選択肢が増え、家庭での学習習慣の定着につながった。
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そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない

「学校の授業は、学校施設の特色であるICT環境を生かした
分かりやすい学習ですか」（初等部アンケート結果から）


